
2022 年７月 25 日（第 14 号） 

   1 

 

 

 

 

 

◇◇  名証の歴史を振り返る展示コーナーをオープン  ◇◇ 
 

名古屋証券取引所では、取引所ビルの 6 階閲覧・見学室に、創立時の歴史資料等を見学できる展示コ

ーナーを新設し、７月５日から一般公開を開始しました。 

一般公開に先立って開催された報道機関向けの内覧会で、竹田正樹代表取締役社長は「従来、見学者

には見学ビデオや売買監理室を見てもらうことで名古屋証券取引所が果たしてきた役割や歴史などに

ついて説明してきたが、今後はそれらに加えて歴史資料を見てもらうことで、更に理解を深めてほしい。

本年４月からは高校で金融教育が必修となったこともあり、当取引所の見学施設を有効に利用してもら

うことで、金融リテラシー向上の一助になれたらと考えている。」と挨拶しました。 

また、今回の展示コーナーの新設にあたっては 1886 年に当地域で初めて設立された取引所の清算事

務に関わり、その後、1893 年に改めて設立された名古屋株式取引所の創設メンバーであった白石半助

氏の曾孫、東陽倉庫株式会社の白石好孝代表取締役会長から展示資料の約半数をご寄贈いただきました。  

展示資料をピックアップ🔍 

 

創立證書（1886 年（明治 19 年）） 

初期の名古屋株式取引所の創立證書。 

株主欄には、当時の名古屋経済界の有力

商人らの名前が並んでおり、四代目瀧兵右

衛門、初代瀧定助らの名前を読み取ること

ができる。 

 

 

名 証 通 信 
Communication Letter 

（ショーケースに並ぶ歴史資料等の数々） （東陽倉庫株式会社の白石代表取締役会長から 

ご寄贈いただいた貴重な歴史資料） 
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免許状（1893 年（明治 26 年）） 

株式会社名古屋株式取引所が、新たに公

布された取引所法による設立の免許を受け

た際の免許状。 

 土佐三伯として知られる当時農商務大臣

であった後藤象二郎の名が記されている。 

 初代理事長は「名古屋の渋沢栄一」と呼ば

れた奥田正香。 

(写真は奥田正香) 

 

金看板 

2007 年（平成 19 年）まで名古屋証券取引所が

使用していた旧名証ビルの入り口に設置されてい

た金看板。 

旧名証ビルは、1931 年（昭和

６年）の完成から、戦災を免れ、

70 年以上にわたって、名古屋経

済のシンボルとして親しまれた。 

撃柝（げきたく） 

集団競争売買で、取引の際に使用されていた拍子

木（柝）。集団競争売買は、特定銘柄の取引の始めと

値段決定の合図として柝を打ち鳴らしたことから、

撃柝売買とも呼ばれていた。 

柝を打つには 5 年程度の経験を要するなど特殊

な技術が要求され、市場の花形といわれた。 

 

 

撃柝売買の様子（1968年（昭和43年）） 

立会場では、「場立ち」と呼ばれる顧客の注文

を伝達する証券会社の職員と「才取会員」と呼

ばれる注文を付け合わせる証券会社の職員と

売買を監視する証券取引所の職員によって、人

手で売買が行われていた。 

取引が成立した株価は、ボードに手書きで書

き込まれていた。 
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見学のご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇ 証券投資の基礎を学ぶ無料講師派遣を開始 ◇◇ 
 

企業の従業員の皆さまのライフプラン、資産運用、証券投資などの知識向上の一助となるべく、日本

証券業協会との共同事業として、無料講師派遣を開始しましたので、ぜひご利用ください。 

●概要 

講 師：日本証券業協会に「金融・証券インストラクター」として登録している講師、日本証券業

協会または名古屋証券取引所の役職員を派遣します。（オンラインまたは事前収録による

講演もいたします。） 

対象人数：原則として 10 名以上（10 人未満の場合は要相談） 

講演時間：1 回あたり１～２時間程度 

派遣日時：平日・休日問わずいつでもお伺いします。（年末年始を除く。派遣希望日の 45 日前までに

お申し込みください。） 

派遣費用：講師派遣料（講演料、派遣交通費等）は無料です。（会場は主催者でご用意ください。） 

講演資料：テーマに合わせて資料を作成し、事前にお送りします。（受講者への資料の配付は主催者で

ご対応ください。） 

お申込み：[URL] https://fofa.jp/jsda104/a.p/516/ 
 

主な派遣テーマのご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[お問い合わせ] 

日本証券業協会 金融・証券教育支援本部 普及推進部  

TEL：03-6665-6766（平日 9：00～17：00） 

当取引所６階閲覧･見学室では、当取引所にまつわる歴史資料の展示コーナーのほか売買監理室

をご自由に見学いただけます。 

なお、団体での見学（５名以上）は、電話またはインターネットで事前予約が必要です。 

見学の詳細は当社ＨＰをご覧ください。 

見学の詳細はこちら：[URL] https://www.nse.or.jp/about/visit/ 
 

見学時間：月曜日～金曜日（土・日・祝祭日・年末年始を除く） 

9:00～16:30 
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◇◇  名古屋学院大学との連携講座を開講  ◇◇ 
 

「投資知識普及活動」の新たな取組みとして、名古屋学院大学との連携講座（寄付講座）を開講する

ことを決定しました。 

「証券投資と地元企業の研究」をテーマに、学生が株式投資を疑似体験できるイベントとして、当取

引所が毎年開催している、名証株式投資コンテストを通じて、株価変動の背景となっている企業情報や

経済環境を知り、実体経済の動きに触れることで、金融リテラシーを身につけていただきます。また、

名証上場企業の企業研究を通じて地域経済への理解を深めるとともに、学生のキャリアパスの発見に役

立てていただきます。 

 

◇◇ 名証ＩＲエキスポ2022悲願の再始動‼ ◇◇ 
 

1994 年に名証上場企業のＩＲサポート事業として開催されたＩＲエキスポは、本年で 27 回目の開

催となります。このＩＲエキスポは「上場企業と投資家を結ぶ架け橋」を基本コンセプトとしており、

既に十分な知識を持った投資家向けの催しだけでなく、投資初心者、未経験者にも投資へ一歩踏み出す

きっかけとなる様々なイベントを開催しています。昨年、一昨年と新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により、開催を中止しましたが、本年

は、新型コロナの状況次第ではあるもの

の、9 月 ９ 日（金）・10（土）の両日に

開催するべく、現在、準備を進めていると

ころです。 

コーポレートガバナンス・コードには

「株主総会の場以外においても、株主と

の対話を行うべきである。」と掲げられて

おり、ＩＲエキスポはまさに建設的な対

話を行う場として活用いただけます。 

当取引所は、本年４月４日に市場区分

の見直しを行い、「個人投資家重視の市

場」というコンセプトのもと、気持ちを新

たにスタートしました。これからもＩＲ

エキスポを筆頭に、個人投資家層の裾野

拡大に向けた取組みを、より一層強化し

てまいります。 

 

発行元  株式会社名古屋証券取引所 総務グループ （お問合せ先 TEL 052-262-3171） 

※本資料は、情報提供のみを目的に作成したものであり、掲載情報に関しては細心の注意を払っておりますが、情報の信頼性、正確性、 

完全性等について当取引所が保証するものではありません。 


